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第9章 環境影響評価項目に関する環境の保全のための措置 

環境影響評価の検討の過程において講ずることとした環境保全措置の検討にあたっては、以下に示

す考え方を基本とした。 

(1)環境保全措置の検討に当たっては、環境への影響を回避又は低減することを優先するものとし、

これらの検討結果を踏まえ、必要な場合に本事業の実施により損なわれる環境要素の持つ環境の

保全の観点からの価値を代償するための代償措置を検討する。 

(2)環境保全措置の実施時期、実施期間等は計画の熟度に対応し、関係機関と連携を取りつつ適切に

選定する。 

(3)環境保全措置についての複数の案の比較検討、実行可能なより良い技術が取り入れられているか

否かの検証等を通じて、講じようとする環境保全措置の妥当性を検証し、適切な措置を講ずるこ

ととする。 

なお、本評価書において具体的な位置・規模等の計画を明らかにすることが困難かつ環境影響の大

きい付帯施設（発生土置き場）に関する環境保全措置は、評価書第 9 章に示すとおりである。また、

環境保全措置の内容をより詳細なものにするため、評価書第 10 章に示す調査及び影響検討を行う。 

 

 

 

 

 


